
平成２７年　宮城県内における死亡災害発生の概要（確定）

＝東日本大震災復旧作業

発 生 年 月 事故の型 業種

平成27年1月 火災

鉄骨・鉄筋コンク
リート造家屋建築工

事業
（3.2.1）

午前0時頃
その他の起

因物
100～299

平成27年1月 その他
その他の建築

工事業
（3.2.9）

午前5時 起因物なし 100～299

平成27年1月
交通事故
(道路)

一般貨物自動
車運送業
（4.3.1）

午前8時頃
乗用車､バ
ス､バイク

100～299

平成27年2月 崩壊、倒壊
その他の金属
製品製造業
（1.12.9）

午前9時頃 金属材料 1～9

平成27年2月 崩壊、倒壊
その他の土石

採取業
（2.2.9）

午後4時頃 立木等 1～9

平成27年3月
交通事故
(道路)

一般貨物自動
車運送業
（4.3.1）

午後11時頃 トラック 10～29

平成27年3月 その他
その他の事業
(17.2.9)

午前6時頃 起因物なし 1～9

平成27年3月 墜落、転落
その他の事業
(17.2.9)

午前9時頃
その他の乗

物
30～49

平成27年3月 墜落、転落
一般貨物自動
車運送業
（4.3.1）

午前8時頃 トラック 30～49

平成27年4月 おぼれ
漁業

（7.2.1）

午後3時頃
その他の環

境等
1～9

平成27年4月 おぼれ
漁業

（7.2.1）

午後3時頃
その他の環

境等
1～9

10
　宮城県沖の海上で、タラ漁を行っていた刺し網船が転覆し、死亡した。
宮城県沖を通過中の寒冷前線に伴う強風と高波により転覆したと推定され
る。

11
　宮城県沖の海上で、タラ漁を行っていた刺し網船が転覆し、死亡した。
宮城県沖を通過中の寒冷前線に伴う強風と高波により転覆したと推定され
る。

7 　長時間労働等により自殺し、死亡した。（精神疾患）

8
　港湾工事現場の検査補助業務を終え、船舶から岸壁に上陸しようとして
３～４ｍ下の海に転落した。転落した際、被災者の頭部が船舶のフェン
ダー（防舷材）と岸壁に挟まれて死亡した。

9
　荷主構内において、セメントの積込み作業中にバルク車の上から墜落し
て死亡した。

4
　立てかけてあった鉄板を移動する作業中、鉄板が倒れ、３人が下敷きに
なり、うち１人が死亡、２人が負傷した。

5
　チェーンソーで立木を伐採する作業中、立木にチェーンソーが噛んで動
かなくなったため引き抜こうとしたところ、立木が倒れ、下敷きになって
死亡した。

6

　大型トラックで国道を走行中、対向車線から中央分離帯を乗り越えてき
た大型トレーラーと正面衝突した。
　大型トラックの運転手が死亡し、大型トレーラーの運転手が重傷を負っ
た。

1
　事業場で設置している寄宿舎で火災が発生し、管理人室で就寝していた
被災者が逃げ遅れて焼死した。

2 　長時間労働等により自殺し、死亡した。（精神疾患）

3

　ワゴン車で国道のトンネル内を走行中、対向車線にはみ出して対向車線
を走ってきたトラックと正面衝突した。
　ワゴン車の運転手が死亡し、ワゴン車の同乗者とトラックの運転手が軽
傷を負った。

(公表用）

平成28年3月31日現在
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発 生 年 月 事故の型 業種
番
号

災害の概要
時 間 帯 起因物 労働者数

平成27年4月 その他
一般貨物自動
車運送業
（4.3.1）

午後3時頃 起因物なし 10～29

平成27年5月
はさまれ、
巻き込まれ

ゴム製品製造
業

（1.8.6）

午前8時頃
その他の一
般動力機械

30～49

平成27年7月
高温・低温の
物との接触

その他の事業
（17.2.9）

午前12時頃
高温・低温

環境
10～29

平成27年8月 激突され
警備業
(17.2.1)

午後1時頃
その他の建
設機械等

100～299

平成27年9月 おぼれ
社会福祉施設
（13.2.1）

午前7時頃 水 50～99

平成27年9月 飛来、落下
木造家屋建築

工事業
（3.2.2）

午後2時頃 玉掛用具 1～9

平成27年9月
はさまれ、
巻き込まれ

無機･有機化学工業
製品製造業
(1.8.1)

午後9時頃 コンベア 10～29

平成27年10
月

飛来、落下
港湾海岸工事

業
(3.1.11)

午前10時頃 支保工 1～9

平成27年11
月

崩壊、倒壊
畜産業
(7.1.1)

午前11時頃 立木等 1～9

平成27年12
月

崩壊、倒壊
その他の卸売

業
(8.1.9)

午後3時頃 木材、竹材 1～9

平成27年12
月

墜落、転落
木造家屋建築

工事業
（3.2.2）

午後3時頃
屋根､はり､
もや､けた､

合掌
1～9

22
　個人住宅の建方作業中、高さ3.8ｍの箇所にある小梁の上で２階の床板
を敷く作業をしていたところ、足を踏み外し墜落し、下方の基礎に後頭部
を強打し、死亡した。

19

　桟橋の復旧工事で、桟橋上部の型枠支保工の支柱を保持する目的で水中
に設置されたH鋼上のバタ角材について、これを撤去するため、潜水士
が、H鋼の吊り金具のナットを緩めていたところ、当該鋼材が落下し、下
敷きになり死亡した。

20
　事業場で管理している畑境界にある立木の伐採作業をしているとき、立
木が縦に裂け、被災者が倒れてきた木の下敷きになり、死亡した。

21
　交換したタイヤをトラックに積み込むため荷台の観音扉を開けたとこ
ろ、扉に立て掛けてあったコンパネ複数枚が落下したため、被災者が仰向
けに転倒し、頭部を強打して死亡した。

16
　拠点から社用車に乗り、事務所に向かっていたところ、豪雨で増水した
河川からの濁流に社用車ごと流され、溺死した。

17

　２階の床パネルの釘打ち作業を行っていたところ、別途、移動式クレー
ンで吊り上げられていた床パネル材が、被災者の上方3.5メートルで荷崩
れを起こし、床材のうち１枚が被災者の背中に当たり、その衝撃により２
階床から3.8メートル下に墜落し、死亡した。

18
　原料を運搬するベルトコンベアを清掃中、当該コンベアに全身を巻き込
まれて死亡した。被災者は当該コンベアの電源を切らずに清掃していた。

13
　使用済みタイヤの表面を削る機械の研削といしを交換する作業中、タイ
ヤを固定するリム部の間に身体を入れたところ、リムが動き出し、身体が
挟まれて死亡した。

14
　山中に設置された雨量計の月次点検作業を行うための登山の途中、被災
者が体調を崩していたが、下山途中に転倒し、病院に搬送され午後2時20
分に死亡した。（熱中症）

15
　舗装工事において一般走行車両を減速誘導中、当該現場で後退しながら
路面清掃していた路面清掃車に轢かれて死亡した。

12
　貨物自動車運転業務に従事していた被災者が、運行先で急性大動脈乖離
により死亡した。発症前２か月の平均時間外労働が80時間を超えていた。
（脳心臓疾患）
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